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空港と新幹線駅が織り成す日本海側の拠点都市へ

まずは仕事を創る 進取的な産業創生はスパイラルアップのスタート地点

・正蓮寺エリアが完売し、安宅新エリアの団地が完成 次のエリア3カ所の可能性調査へ

・合わせて既存企業のレベルアップを支援（ＢＣＰ対策、ＤＸやＧＸの推進など）

・オフィス誘致で産業構造を多角化、SU企業支援など若者や女性をフォーカス

令和５年度 当初予算の考え方

百年に一度の好機 チャンスを逃さず、新幹線開業をまちの魅力・活力にスイッチ

・都市機能の集積、高度化でまちをレベルアップ

・新たなエントランスとなるＫｏｍａｔｓｕ 九(Ｎｉｎｅ)が9月小松駅にオープン

・交流拡大に向け過去最大のプロモーションプロジェクト始動

・２大都市機能の小松空港・小松駅間を先端技術の自動運転バスが走る

自然や文化は未来へ残すふるさとの宝物

・木場潟東園地オープン 魅力・活力ある農山村エリアを創生

・旧西尾小に続き空き校舎の活用を推進 旧波佐谷小は食がテーマの民間施設へ

・加賀国府ものがたり館7月オープン 平安からの２つの物語を発信

・いしかわ百万石文化祭 本祭に合わせた市独自の事業で文化をアピール

好循環を創り出すまちづくりへの挑戦 - Spiral Up -

令和時代に映える美しいまちづくり - Beautiful Harmony -

小松駅前（商業地）
2022年地価上昇率
3.5%県内トップ（2年連続）



赤ちゃんからお年寄りまで みんなから選ばれるまち へ

まちづくりの持続性を高める行財政運営への挑戦

業務改革・公共施設マネジメントを通じた効果を
未来への投資の拡充に

・ICTの積極的活用、アウトソーシング、

制度改正等による業務改革 １億円超の効果

・市債残高や基金残高にも注視

市債残高（全会計）▲36億円圧縮（予算ベース）

財調基金繰入▲3億、地活基金積立1.5億（３月補正）

当初予算編成で財調繰入予算額を圧縮 R4：6億、R5：5億

令和５年度 当初予算の考え方

8.4を忘れない。
誰もがあんしんな暮らしを実現

・防災機能の充実、強化

流域治水（遊水地や排水ポンプ整備）

・市民病院のレベルアップ

手術支援ロボットの導入で高度な医療を提供

子どもたちの輝く未来のために
日本で最も手厚い子育てサポートを

・おなかの赤ちゃん、生まれた赤ちゃんへのお祝い金

紙おむつ定期便の実施

・中学生から始まった学校給食無償化は

いよいよ小中全学年に拡大

・こども家庭部の設置で

子ども子育てにフォーカスした政策の展開強化

・教育、保育環境をもっと充実

松陽中、稚松小、だいいちこども園の整備に着手

ワンランク上の生活環境が
新しいシビックプライドを生み出す

・未来型図書館の総合プロジェクトがスタート

芦城公園エリアを大転換

・スポーツ振興に注力

施設の機能拡充（末広体育館・野球場改修）

部活動地域移行こまつモデル構築

・転出超過（2019-2021）から転入超過(2022)に
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1

８月４日大雨を忘れない。人とまちを守るために

スライド 新規 拡充拡新Ｐ

一般会計 特別会計 企業会計 全会計

477億2,000万円 341億2,830万円 241億7,470万円 1,060億2,300万円当初予算額

R4年8月大雨から水害対応資機材を強化

消防資機材整備費 2,200万円

・第13中海分団施設を移転

消防団活動拠点施設整備費 4,820万円

・中消防署東出張所前にヘリポート兼緊急避難所整備

東部地区防災活動拠点地整備費 9,100万円

・S50年建築の西出張所改築に向けた調査

中消防署西出張所整備調査費 50万円

・R4年8月大雨の経験を踏まえ、より具体的な行動内容等に改訂

災害廃棄物等処理計画の改定 440万円

Ｐ新

Ｐ

・市内公共下水道区域内の雨水浸水想定図を作成

浸水想定図作成(下水会計) 4,000万円

・
小河川も追加した洪水ハザードマップ改訂、

被災者支援システムの導入 等

防災体制強化費 4,880万円

・流域治水を踏まえ防災指針を追加し立地適正化計画を改定

都市計画調査費(一部) 500万円

・緊急治水対策プロジェクトにより排水路整備を強化

都市排水路整備費 2億6,000万円

・４号ポンプ増設工事（R4～R6)

九龍橋川排水機場ポンプ増設(下水会計) 4億 500万円

・用地費、導水路整備工事

石橋川遊水地整備(下水会計) 1億7,500万円

Ｐ新

Ｐ新

Ｐ新

新

拡

Ｐ

Ｐ

拡

令和５年度当初予算主な施策等
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世界に時めく日本海側の拠点都市こまつ

・全国へのPRとイベントでの機運醸成

新幹線小松駅開業プロモーション費 1億3,300万円

・R5年9月「Komatsu 九」グランドオープン

観光交流センター管理運営費 6,370万円

・博物館や尾小屋鉱山資料館等で特別展を開催

新幹線小松駅開業記念特別展開催費 650万円

(債務負担行為) 150万円

・新幹線駅で放映する魅力発信動画を市内小学生が制作

ふるさとこまつ魅力再発見事業費 230万円

・小松産農作物を活用した「こまつ駅弁」を公民連携で開発

小松産農産物販路拡大費 (一部) 334万円

北陸新幹線小松駅開業 都市機能・交流基盤
拠点エリア

Ｐ新

・新幹線駅 - 空港間の自動運転バス実装事業

小松駅・空港間自動運転バス運行費 1億3,350万円

・R5年3月 運用開始(サイクルポート21カ所,自転車60台)

こまつシェアサイクル管理運営費 830万円

・
並行在来線金沢以西延伸に向け、IRいしかわ鉄道への出資や
施設整備を支援

並行在来線運行支援費 1億 810万円

・駅南歩行者シェルター、路面案内表示等の整備

小松駅ターミナルプラン推進費 7,500万円

・駅東地区複合ビルにおける公共施設整備への助成

小松駅東地区複合ビル整備助成費 900万円

・駅東西自由通路詳細設計や案内サイン整備

粟津駅周辺整備費 5,200万円

・駅東側に駅利用者の駐輪場を設置

明峰駅周辺整備費 1,800万円

･･･etc

拡 Ｐ

新

新

拡 Ｐ

Ｐ新

新

交流拡大・国際交流

・ツアー造成や情報発信の実施 等

産業観光推進費 2,560万円

・MICEや教育旅行等市内宿泊を伴う全国大会等の運営費支援を拡充

市内コンベンション開催支援費 2,000万円

スライド 新規 拡充拡新Ｐ

拡
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ものづくりが誇りの産業創生都市こまつ

・令和５年度中に換地処分後、事業完了

安宅新地区土地区画整理費
(産業団地会計)

2億 893万円

・造成に向けた用地取得

花坂地区産業団地整備費
(産業団地会計)

1億1,460万円

・新産業団地造成に向けた可能性調査（３箇所）

新産業団地調査費 1億円

・市内への企業誘致を推進

企業誘致推進費 1,600万円

サテライトオフィス立地推進費 1,000万円

・新事業チャレンジやBCP対策、DXやGXの推進

経営モデルチェンジ支援 2,500万円

・空き店舗、空き家を活用した創業支援

スタートアップ企業等創業支援費 1,500万円

・子育て家庭の就労移住支援（子ども1人あたり100万円）

起業・就労移住支援費 600万円

･･･etc

・能美市と連携した九谷工芸祭の開催や日常使いの推進

九谷焼ブランド推進費 3,290万円

・第１次産業に注力し地元農産物のブランド化を推進

こまつもんブランド推進費 480万円

・小松産ブランド米や地元野菜を学校給食に提供

地産地消･食育推進費 300万円

・新商品開発や資格取得、スマート農業等の取組みを支援

強い農業ひとづくり支援費(一部) 210万円

・
自然災害等の農業者の経営努力では避けられないリスクに備
えるため、収入保険の加入を促進

収入保険加入促進事業費 440万円

･･･etc

産業誘致・産業創出・就労環境 農林水産業・伝統産業

Ｐ

拡 Ｐ

Ｐ

Ｐ

拡

新

拡

新

スライド 新規 拡充拡新Ｐ



自然が映え文化が息づくふるさとこまつ

・
V2H設備導入補助の新設、再生可能エネルギー普及や地域環
境活動を支援

ＳＤＧｓ未来都市推進費(一部) 2,249万円

・
新ごみ制度開始、

町内会集積場、家庭向け生ごみ処理機補助拡充

ごみ減量化・リサイクル推進費 7,600万円

・市長車、公用車をＥＶ自動車へ更新しCO2を削減

公有財産管理費 1,870万円

・照明LED化による施設の省電力化 (主なもの) 1億8,256万円

末広野球場改修費

符津小学校，国府中学校，中海中学校体育館

・
市所管の道路・公園の全照明灯のＬＥＤ化と管理を民間委託し、

管理コストとＣＯ2排出量を削減

照明灯ＬＥＤ化推進費(道路･公園) 1億2,272万円

(債務負担行為) 1億 722万

・町内の街路灯のＬＥＤ化促進のため無利子貸付制度

公衆街路灯LED化推進費 1,000万円

･･･etc

環境保全・里山里湖・ゼロカーボン・廃棄物

・全国国府サミットin小松開催等、国民文化祭小松市事業の実施

いしかわ百万石文化祭2023開催費 1,800万円

・
加賀立国１２００年祭を１０月に開催

7月加賀国府ものがたり館 10月（仮称）府南山歴史公園オープン

加賀立国１２００年祭開催費 260万円

加賀国府こまつ歴史の里整備費 5,400万円

加賀国府ものがたり館管理運営費 290万円

・京町と大文字町が曳山子供歌舞伎を上演

お旅まつり開催費 3,420万円

・資料館、マインロード周辺の再整備に向けた調査等

尾小屋鉱山資料館周辺持続活性化調査費 2,700万円

･･･etc

文化振興

4

Ｐ新
拡

拡 Ｐ

Ｐ

Ｐ新

Ｐ新

Ｐ新

スライド 新規 拡充拡新Ｐ



子どもたちの輝く未来創造都市こまつ

・
妊娠時に伴走型支援とともに、国制度、市単独分を合わせて
子ども1人あたり10万円を支給

おなかの赤ちゃん給付金費 9,800万円

・出産時に伴走型支援とともに、子ども１人あたり５万円を支給

うまれた赤ちゃん給付金費 4,200万円

・妊産婦タクシー助成、低所得の妊婦への初回産科受診料助成

妊産婦健診サポート費 460万円

・一時金の額を 42万円から 50万円へ引き上げ

出産育児一時金(国保会計) 2,100万円

・日常生活、保育や教育において医療的ケア児と家族をサポート

医療的ケア児支援費 (こども園･小学校･障がい児) 3,582万円

・こども園等の遊具等の整備を支援

げんきな子育て環境づくり推進費 3,950万円

・地域と連携したこども食堂の新規開設や継続実施を支援

地域連携型こども食堂支援費 200万円

・認定こども園だいいち移転改築に向けた適地調査等

認定こども園だいいち整備調査費 300万円

･･･etc

出産・子育て

・無償化対象を小中学校全学年に拡大

学校給食無償化推進費 4億7,110万円

・改築に向けた事前調査、整備計画等の検討

松陽中学校整備費 400万円

稚松小学校整備調査費 1,200万円

・小中学校の空調復旧

小学校校舎等改修費 2億4,255万円

中学校校舎等改修費 2億8,990万円

・小学校デジタル教科書を5教科に拡大(R6使用教科書から）等

授業支援費 6,220万円

・スピーチコンテストの実施（中2）や英検受験費用全額助成（中3）

英語力向上費 1,640万円

・中学校部活動の地域移行に向けたこまつモデルの構築

部活動地域移行推進費 300万円

・大学等進学に係る貸与型奨学金の対象者拡大

未来を広げる奨学生支援費 (一部) 422万円

・R6年3月22日の開館10周年を記念しイベントを開催等

ひととものづくり科学館魅力アップ費 3,120万円

･･･etc

教育・スポーツ・文化

5

Ｐ拡

Ｐ新

拡

拡

Ｐ新

Ｐ新

Ｐ新

Ｐ新

拡

拡

Ｐ新

拡

スライド 新規 拡充拡新Ｐ



誰もが暮らし続けられる生涯安心のこまつ

・中消防署東出張所前にヘリポート兼緊急避難所整備等

東部地区防災活動拠点地整備費 9,100万円

消防団活動拠点施設整備費 4,820万円

中消防署西出張所整備調査費 50万円

・緊急治水対策プロジェクトにより内水対策を強化

都市排水路整備費 2億6,000万円

九龍橋川排水機場ポンプ増設(下水会計) 4億 500万円

石橋川遊水地整備(下水会計) 1億7,500万円

・市内公共下水道区域内の雨水浸水想定図を作成

浸水想定図作成(下水会計) 4,000万円

・小河川も追加した洪水ハザードマップ改訂、被災者支援システムの導入等

防災体制強化費 4,880万円

防災防犯 医療・介護・福祉・健康

Ｐ新

拡 Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

多文化多様性・共生社会

・住宅購入等に対する支援で移住･定住を促進

定住促進費 8,000万円

・空調設備、外装、内装等 実施設計

小松サン・アビリティーズ整備費 2,400万円

・引きこもり相談支援ステーションの設置、居場所づくり

ひきこもり支援推進費 1,590万円

拡 Ｐ

新

・手術支援ロボット導入で、がん治療の充実・強化

市民病院の機能強化 (病院会計) 4億5,000万円

・病院機能・将来を見据えた建設構想を含め検討

市民病院経営強化プラン策定(病院会計) 1,000万円

・市民病院を目指す学生への奨学金制度新設

市民病院の看護師等確保(病院会計) 300万円

・高齢者の活動量･強度とフレイル予防の関係性を分析･研究

高齢者元気アップ推進(介護会計) 200万円

・ワクチン接種の推進

子宮頸がん９価ワクチンの導入，
キャッチアップ接種の推進等

3億 60万円

新型コロナウイルスワクチン接種 1億円

物価高騰に対する生活者支援（３月補正）

Ｐ新

Ｐ新

拡

・
高校生以下の子どもに3,000円分の小松市独自のマイナポイン
トを付与しカードの普及促進

子育て応援自治体マイナポイント事業費 5,460万円

・
プレミアム率30％の商品券を発行し、生活者支援と消費喚起に
よる地域経済の活性化

生活応援プレミアム付商品券発行費 6億7,870万円

・6,000円以上の宿泊で，1人1泊3,000円の割引(R5.3.1宿泊～)

泊まろう！こまつ宿泊応援割(第2弾) 3,000万円

Ｐ

Ｐ

Ｐ
6

（再掲）

Ｐ新



ワンランク上の生活空間あふれるこまつ

・複合機能や事業手法の検討、人材育成等

未来型図書館づくり推進費 2,350万円

・地域協議会への支援の拡充

町内会等活動･施設整備支援費 (一部) 1,500万円

・プロスポーツチームと市民の交流を支援

トップスポーツチーム連携事業費 796万円

・大ホール天井･舞台照明設備等改修

市民センター改修費 9,800万円

(債務負担行為) 2億 3,200万円

・スコアボード改修、内野グラウンド排水改修 等

末広野球場改修費 2億6,000万円

(債務負担行為) 4億円

・大規模改修に向けた実施設計

末広体育館改修費 3,200万円

生涯学習・市民スポーツ文化の充実

・ドローン実装活動、 スポーツ健康増進実証調査等

スマートシティ・スマート市役所推進費 2,710万円

・マイナンバーカードでの諸証明コンビニ交付手数料を引き下げ

諸証明書交付手数料 歳入影響額 ▲350万円

・ICTを活用し、日常生活及び災害時の対応を迅速化

道路整備費(一部) 550万円

・ガバメントクラウドに先駆け滞納整理システム導入

収納率向上対策費(一部) 232万円

・
土地家屋登記履歴管理システム導入
法務局との登記情報受渡業務を電子化

市税システム改修費(一部) 650万円

・健全な財政基盤のため、減債基金等を活用 （３月補正）

市債の繰上償還 5億4,000万円

･･･etc

スマートシティ・スマート市役所

7
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中消防署西出張所
（第3安宅･第4牧分団併設）

訓練塔

予算

予算額 ４,２０0万円

新築概要

消防・救急体制の充実強化

移転予定地

～東部地区の災害復興に向けた防災活動拠点の整備と西出張所の建設に向けて～

構造等 鉄骨造 平屋建て
延べ面積 約１００㎡
用 途 車庫、待機室、トイレ等
完 成 令和６年３月予定

消防団第13中海分団の活動拠点施設を安全な場所へ移転！

ロードパークなかうみの里（中海町）

予算額（調査費）
5０万円

築48年を迎える西出張所の整備に向け建設計画に着手！

基本 方 針

R９年度

竣 工

R８年度

着 工

R７年度

実施設計

R６年度

開発造成

R５年度

用地取得

事業スケジュール予定

本市西部地区(安宅､牧､板津)を管轄し、

梯川右岸で唯一の消防署所として重要

な消防活動拠点施設

第３安宅分団及び第４牧分団併設に

よる地域密着型の消防施設

現在の西出張所

予算額 １億３,３５０万円

東部地区の指定緊急避難場所を
防災活動拠点として機能アップ！

【場所】 西軽海町地内
中消防署東出張所西側

東
出
張
所

H
こ
ま
つ
食
彩
工
房

中
消
防
署

東部地区指定緊急避難場所

【整備内容】

１．ドクターヘリ離着陸場
東部地区唯一の離着陸場として

※県立中央病院まで約１０分で到着

※実火災を想定した訓練により技術力アップ

３．消防訓練場
消防職員や団員の訓練場として

4．緊急消防援助隊等の集結場所としても活用

【完成予定】 令和６年３月

２．車中泊避難所

※車両約１００台収容可能

大雨災害時の車両による避難場所として

予算額 ９,１００万円

❖消防団活動拠点施設整備事業❖東部地区防災活動拠点地整備事業

❖中消防署西出張所整備事業

建設構想イメージ図

＜S50年5月建設＞

東出張所

市内のドクターヘリ離着陸場



8月4日大雨の災害を教訓に！
梯川水系緊急治水対策プロジェクトの着実な推進

市政

■ 滓上川の氾濫（中海町） ■ 滓上川の氾濫・土砂災害（中ノ峠町）

■ 内水による浸水被害（八幡町） ■ 鍋谷川の氾濫（上八里町）

令和４年８月大雨災害において、市内全域で甚大な被害が発生
今後の大雨による被害を最小限にし、安全・安心な暮らしを確保するための緊急的な取り組み

梯川水系緊急治水対策プロジェクトを策定 （概ね10年間）

対策① 氾濫をできるだけ防ぐ・減らす

対策② 被害対象を減少させる

対策③ 被害の軽減、早期復旧・復興

梯川及び支川の河川整備・災害復旧（国・県）
赤瀬ダム・木場潟の事前排水（国・県）、砂防・治山施設整備（県）
内水浸水対策（小松市）

災害に強いまちづくり計画（小松市）
住宅地盤嵩上げ、雨水貯留槽・雨水浸透ますの設置助成（小松市）

住民避難に関するソフト対策（小松市）

【プロジェクト第一段階目標：令和６年度まで】
被災箇所の災害復旧を完了させるとともに、梯川において鍋谷川合流点までの引堤・河道掘削を集中的に実施する！

国土交通省 石川県

■ 梯川の河道掘削

■ 梯川引き堤・能美大橋架替

■ 被災箇所災害復旧

鍋谷川堤防決壊箇所

滓上川護岸洗堀箇所

小松市における令和５年度の取り組み

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らす】※主に内水浸水対策
〇九龍橋川排水区：雨水ポンプ増設工事（令和６年度完成予定）
〇石橋川排水区：遊水地導水路工事（導水路工事令和６年度完成予定）
〇梯川沿川浸水被害箇所における排水ポンプの配置

【被害対象を減少させる】
〇立地適正化計画（防災指針の検討）（令和６年度策定予定）
〇浸水被害軽減につながる住まいへの支援（止水板設置補助新設・雨水貯留槽設置補助拡充）

【被害の軽減、早期復旧・復興】※水害リスク情報の空白域の解消
〇内水被害リスク：雨水浸水想定区域の作成（水防法関連）
〇洪水ハザードマップの改訂（滓上川など）

補助率及び補助限度額
を令和5年度から2年
間の時限措置として
引き上げ



8月4日大雨を受け、防災体制のレベルアップ（内水対策）
浸水想定区域図作成、九龍橋川・石橋川排水区整備

予算額：
6億2,000万円

予算

予算額：1億7,500万円

■ 排水機場4号ポンプを増設（R4～R6）
■ 流入水路拡幅（R5）
排水能力アップ V=7.53㎥/s → 11.56㎥/s

※九龍橋川排水機場
ポンプ増強箇所

向本折町周辺冠水状況

石橋川導水路予定

石橋川遊水地計画

◎

向本折第２排水機場

石橋川排水機場

導水路

石橋川

◎

遊水地

■ 石橋川の水位が上昇すると洪水が越流堤を越えて遊水地に流入し、
洪水を一時的に貯めることで、街なかの冠水被害を軽減

予算額：4,000万円

約1.5倍

令和４年８月大雨時の
市街地の内水浸水状況

・内水氾濫発生時の円滑かつ迅速な避難を確保
・浸水を防止することにより被害の軽減を図る

現在公表されている

洪水 ハザードマップ

想定浸水深などを表示

8月4日を受け、

内水浸水リスク情報を追加

公共下水道計画区域（雨水）

予算額：4億500万円

令和５年３月工事着手 着工

九龍橋川排水区：雨水ポンプ増設工事

石橋川排水区：遊水地導水路工事

雨水浸水想定区域図の作成

配色（色合い）

※RGB値



8月4日大雨災害を受け、防災体制のレベルアップ
（被害軽減、情報発信強化） 予算額計：2,350万円予算

予算額：350万円

被災者支援システム導入費
予算額：2,000万円

洪水ハザードマップ更新費

地理院タイル（写真）を加工して作成

被災者支援
システム

◆氾濫時の危険箇所や避難場所に
ついての正確な情報を周知

洪水時の被害を最小限に

仏大寺川

滓上川

光谷川

郷谷川

西俣川

梯川

木場潟

日用川

粟津川

那谷川

宇谷川

◆県が公表する
洪水浸水想定区域
図を基にハザード
マップを作成

11河川
追加

昨年8月の災害を受け、新たなシステムを導入！

早期生活再建を支援！

01

･･
02 住家被害認定調査（簡易な調査手法）

罹災証明の発行

03
被災者情報や国や県、市の支援制度を一元管理

切れ目のない支援

04

･･
･･

平常時：要支援者名簿作成・管理

（主な機能）

・迅速な部局間の情報共有
・住家調査から被災者台帳まで一括管理



予算 北陸新幹線小松駅開業プロモーション費

北陸新幹線開業を契機に一大プロモーションを展開！
全国での認知度向上や市民と共にまちのブランド力アップを目指します！

広告代理店や都市圏のメディアを活用した大型プロモーションを実施

認知度

機運醸成

開業イベントや装飾看板など「新幹線が来る！」ワクワク感を醸成

相乗効果

加賀市・能美市連携による魅力発信プロモーション

・３市共同での県内全線開業PR
・相乗効果による魅力発信強化

・広告代理店などと連携した全国プロモーション
・首都圏での広告メディア活用による広告宣伝
・楽天ｲｰｸﾞﾙｽ冠協賛ﾃﾞｰなど全国区ｲﾍﾞﾝﾄでの出向宣伝
・観光PR動画制作

・石川県、金沢市などと連携した開業イベント
・新幹線開業装飾ｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟ（駅周辺・空港・Komatsu九）
・小松オリジナルの土産品、グッズ制作
・「ナイトエコノミー」をテーマとした市民参加型の

イベントを開催し「特別な小松の夜」を演出して
地域魅力創出

百
年
に
一
度
の
契
機
、
大
胆
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

！

予算額：1億3,300万円



予 算 新たな小松の玄関口 Komatsu 九 オープン 予算額：6,870万円

ひと・もの・情報の拠点

九（ナイン）から市内外へ

～こまつの交流の歴史はここから新たに刻まれる～

市内の各団体が行うイベント開催
費用を助成 ＠50万円×４団体程度

事業費 ２００万円

本物の歴史・文化を発信

管理運営費 ６，３７０万円

専門家とコラボし、新たなブランドを
創設し、販売コーナーを設置

事業費 ３００万円

Komatsu九 ブランドの創設 シビックプライドの醸成

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

新
幹
線
開
業

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
阪
万
博

Ｒ５．９ Ｒ６．３ Ｒ６．７ Ｒ７．４

交流



未来技術で２大ターミナルを結ぶ

小松駅・空港間自動運転バス運行
予算額：1億3,350万円

予 算

内閣府「未来技術社会実装事業」選定
2024年春

• 車両導入
• 長期試験走行
• 路線運行体制構築
• 運行スタッフ育成
• 地域理解の促進など

小松空港 小松駅

至金沢・富山・長野・東京

東京、札幌
福岡、那覇

ソウル、上海、台北

◎ 利便性を高めた運行体制構築
快適・スムーズな移動の実現

◎ まちなかへの人流拡大、経済波及効果
地域の発展・成長、恩恵を広く享受

◎ 持続可能な交通システムの実現
バス運転手の高齢化・人員不足対応

至福井

○ 自動運転Lv.2（ドライバーによる監視）

2025年度以降 自動運転Lv.４へ
（システムによる監視）

自動運転バス 運行開始へ

○運行速度：最高40km/h
（拠点間を約15分で接続）

○キャッシュレス決済対応

○車両サイズ：小型バス
（乗車定員25人程度）

自動運転バス概要

事業目的・効果

≪2023年度の主な取組≫

遠隔監視システム

未来型交通システムとして 本市から広く発信

人流の拡大

アクセス向上

経済波及
効果

交通結節点の都市機能強化
“レール＆フライト”を拡大

デジタル田園都市国家構想
交付金 6,600万円

自動運転システム

未来技術を導入した次世代型のまちづくり



予 算 観光客や市民の新たな交通手段 こまつシェアサイクル 予算額：830万円

こまつシェアサイクル R5.3.5 Start 

21カ所のサイクルポートで市内を周遊 電動アシスト自転車で
移動が快適（60台導入）

スマホアプリで簡単に
予約・決済
（ドコモ・バイクシェア）

金沢市「まちのり」とアプリ
を共有し、利用者の利便性を
高める



産業創生を加速 ｜新産業団地調査，正蓮寺・安宅新｜予算

新産業団地候補地調査業務

R4 適地調査結果 → 候補検討地３箇所選定

選定テーマ：新たな産業の創出 ／ 地場企業の移転集約・事業拡大 ／ オフィス誘致

正蓮寺産業団地

4月稼働4月着工

R6R5

＊ 2月末 土地売買仮契約を予定

安宅新産業団地

＊進出希望企業（R5.2）15社 ＜地元11・県外4＞

＊公募開始予定 R5 夏頃

次期産業団地の整備に向けた事前調査【内容：事業規模・都市計画・農業への影響など】

予算額 1億円

CKD ㈱北陸工場

市政

空港・鉄道・高速道路が近接する恵まれた立地条件

国際線第２駐車場

投資 120億円
雇用 300名



予算

予算

スタートアップ企業の創業を支援経営モデルチェンジ支援事業の拡充

人材育成(リスキリング)への支援拡充

～次代に求められるスキルの習得へ～

事 業 名 補助率 限度額

事業継続力強化支援事業
BCPの策定を促進

デジタル化支援事業
DX化による労働生産性向上

カーボンニュートラル推進支援事業
エネルギー価格高騰対策

グローバル化支援事業
インバウンド需要の取り込み

新事業チャレンジ事業
革新的サービス・商品の創生

いしかわビジネススクール (県IT総合人材育成ｾﾝﾀｰ)

イノベーション人材育成支援事業

DXセミナーの充実

空き店舗(テナント)活用補助金チャレンジ・改革への集中支援期間として
令和5年度から2年間限定で拡充

小松商工会議所やIT企業と連携し、事業者の
DX推進に向けた研修プログラムを充実

1/2

2/3

（R4）

（R5）

50万円

75万円

（R4）

（R5）

万円

200万円

300

（R4）

（R5）

企業のチャレンジと改革を支援

（予算額：2,500万円）（予算額：1,500万円）

対象経費：建物等改修費、家賃等（最大3年間）
補助限度額：100万円

・スキル習得コース

・変革実践コース
補助対象として追加（R5）

サテライトオフィス立地支援補助金

対象経費：建物等改修費、家賃等（最大３年間）
補助限度額：1,500万円

（予算額：200万円）

各予算合計額

4,200万円



新ごみ袋制度開始と
ゼロカーボン施策の拡充

市政

令和５年４月～ 持続可能な新しいごみ制度の開始

●指定ごみ袋無償配布の廃止 新指定ごみ袋は3月下旬より販売▶

ゼロカーボン施策の拡充

●V2H設備への支援

住宅への設置に対し一律10万円を補助

指定ごみ袋の無償配布にかかる財源を活用

予算

●ごみに関する補助制度

ごみ集積場

●やさしい福祉施策

配布数：Mサイズ 1パック ２パック
赤ちゃん紙おむつ定期便でも選択可
住民税非課税世帯にも拡大

EV

V2H（Vehicle to Home）設備

…EV（電気自動車）等に蓄えた電気を

住宅でも使用できるようにする設備

V2H

25万円限度額

一律2/3補助率

10万円限度額

一律2/3補助率
防犯カメラ等

生ごみ処理機

拡充

5万円限度額拡充

新規

双方向に給電可能

予算額計：9,924万円

ごみに関する支援の拡充

拡充

新規予算額：1,100万円

予算額：350万円

予算額：300万円



エネルギー削減と維持管理の省力化を目指して
照明灯のLED化推進［道路・公園］

道路河川課 8,345万円
緑花公園課 3,927万円
（債務負担：1億722万円）

予算

「小松市ゼロカーボンシティ」への取組

◆現状 ※水銀灯、蛍光灯の生産終了

◆短期間に効率的にLED灯へ更新【ESCO事業】

（民間事業者の技術力・ノウハウ・資金力を活用）

年間電気料金削減 ◆今後の予定
令和５年度～ ・公募型プロポーザル

・調査、設計 、LED化工事の実施

ESCO事業による維持管理開始
（早期整備の完了を目指す）

44,713千円 ⇒ 9,699千円
［約78％削減］

536ｔ-CO2 ⇒ 141ｔ-CO2

［約73％削減］

◆LED化の事業スキーム

小松市

ESCO事業者(プロポーザル方式)

事業役割
施工役割

機器
メーカー等

北陸電力

機器
供給

申請
施工・維持管理

包括的な業務委託

・LED化率が低い
・LED化が進まない
・電気料の削減
・CO2の削減

早期に長寿命で省エ
ネルギー効果の高い
LED照明灯への更新
が喫緊の課題

◆課題

年間CO2削減

全灯 LED化 水銀灯 LED化率

市道路照明灯 956 169 787 17.7%

市公園照明灯 549 43 506 7.8%

計 1,505 212 1,293 14.1%

※イメージ

維持管理費

ESCO事業費

（維持管理費）

電気代

電気代

削減額

事業期間 R５～ LED化後１０年間

令和５年度～
約1,300照明施設
を一斉LED化【予定】

地元の電気工事事業者の参入を促す



小松が誇る文化を次世代に 予算額：1,900万円予 算

10/21㊏・22㊐ 加賀立国1200年全国国府サミットin小松

11/  3㊎ 小松九谷茶会

11/ 5㊐ こまつ歌舞伎・秋の祭典 ～勧進帳特別企画～

11/19㊐ 奥の細道トークショー

11/25㊏・26㊐ 小松文化の祭典リード小松2023

10/ 7㊏～11/26㊐ 加賀国の九谷焼【博物館展覧会】

10/14㊏～11/26㊐ 加賀国府誕生の地をさぐる【埋文展覧会】

いしかわ百万石文化祭2023、小松市文化芸術賞 創設

いしかわ百万石文化祭2023 開催

小松市文化芸術賞 創設

「文化絢爛」をスローガンに

７
つ
の
地
域
文
化
発
信
事
業

10/28㊏・29㊐

全国漢詩の祭典

11/4㊏・5㊐

小倉百人一首競技かるた全国大会

国民文化祭開催をきっかけとして、小松市の一層の文化芸術の振興を！

■表彰の種類 栄光賞、奨励賞

■表彰の分野 文化芸術分野全般（文学、美術、音楽、かるた、演劇、舞踊、茶道、華道、書道、映画、写真等）

■対 象 者 小松市民もしくは小松市内の団体（学校、企業、文化芸術団体 等）

■対象期間 前年11月１日から本年10月31日までの1年間の功績

音楽賞よりも広い分野で、文化芸術部門における大会、コンクール等

において優秀な成績を収めた個人、団体の功績を称え表彰

２
つ
の

文
化
団
体
事
業

予算：

1,800 万円

予算：

1 0 0 万円



加賀国府ものがたり館
リニューアルオープン

河田山古墳群史跡資料館を加賀国府学び拠点へ
7月オープン

予算額：290万円

予算額：5,690万円
予算 加賀立国1200年の取り組み

●地域に愛される国府地区の施設環境整備

古府町の石部神社隣接地にmini公園整備
10月 オープン

加賀国府こまつ歴史の里整備費
（仮称）府南山歴史公園の整備等 予算額：5,400万円

加賀立国1200年を機に ふるさとの歴史を再発見

加賀国府から安宅・勧進帳の里へ

源平ロマンの「ものがたり」で結ぶ

加賀国府歴史回廊

●国民文化祭と連携し、地元と加賀立国1200年記念祭を盛り上げ

〇9月下旬 加賀立国1200年記念発信イベント＆プロモーション
〇１０月14日～ 加賀国府ものがたり館

＆埋蔵文化財センター特別展同時開催
〇10月２１・22日 全国国府サミットin小松
〇10月 29日 国府ゆかりの地ウォークラリー

河田山古墳公園

石部神社



観光資源・旧尾小屋鉱山周辺の活性化を目指し

尾小屋鉱山資料館周辺持続活性化調査
予算額：2,700万円予算

施設の老朽化・マインロード一部閉鎖

日本遺産「小松の石文化」の構成文化財

尾小屋マインロード

尾小屋鉱山資料館

旧尾小屋駅跡

煙突跡

ポッポ汽車展示館

カラミの街・尾小屋

尾小屋鉱山資料館・マインロード周辺の
再整備に向けた調査等に着手（Ｒ5～）

・施設改修に向けた調査
・マインロードの補修対策工の検討
・施設周辺を含めた活性化構想の策定 など

県との協力体制のもと
文化観光資源として

さらに価値を高める再整備を展開


